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福山誠之館教師、福山誠之館中学校校歌作詞 

 

経経経経    歴歴歴歴 

生：明治１４年（１８８１年）９月７日、福山町東町生まれ 

没：昭和 30 年（１９５５年）ごろか、享年７６歳ごろか 

明治２８年（１８９５年）４月１５日 １３歳 
試験により広島県福山尋常中学校第二年級に編入

される 

明治３２年（１８９９年）３月３１日 １７歳 広島県第二尋常中学校（誠之館）卒業 （出典４） 

明治３２年（１８９９年）５月３１日 １７歳 父樋口松太郎が病死 （出典６） 

明治３２年（１８９９年）９月１７日 １８歳 正則英語学校（東京神田区錦町）に入学 

明治３４年（１９０１年）１２月２０日 ２０歳 正則英語学校を退学 

明治３５年（１９０２年）４月 ２０歳 
東京帝国大学文科大学内第一臨時教員養成所国

漢文科に入学 

明治３７年（１９０４年）３月２５日 ２２歳 
東京帝国大学文科大学内第一臨時教員養成所国

漢文科を卒業 

明治３７年（１９０４年）６月２２日～ 

 大正４年（１９１５年）４月１７日 

２２～ 

３３歳 
広島県立福山中学校（誠之館）国語科教諭 

－ － 東京帝国大学文科大学国語研究室 

大正１２年（１９２３年）～ 

 昭和５年（１９３０年）ごろ 

４２～ 

４９歳ごろ 
東京帝国大学附属図書館司書（和漢書取調担当） 

大正１４年（１９２５年） ４４歳 立正大学（江戸文学評論史講義） 

－ － 以後近松の研究 

昭和５年（１９３０年） ４９歳 『近松語彙（近松門左衛門論）』を発表 

昭和５年（１９３０年）ごろ～ 

 昭和２０年（１９４５年）ごろ 

４９ごろ～ 

６４歳ごろ 
立正大学教授兼東洋文庫 

－ － 東京都立日比谷図書館（アルバイト） 

－ － 日本大学付属図書館嘱託 

－ － 日本大学で図書館学を講義 

－ － 文部省立図書館職員養成所で講義 
 



 

生い立ちと学業、業績生い立ちと学業、業績生い立ちと学業、業績生い立ちと学業、業績 

樋口松太郎の子に生まれる。父親は長年野上尋常小学校に勤め、なかでも１５年余は校長と

して精励した。 

慶千代は、誠之館を明治３２年（１８９９年）３月に卒業した。 

 

明治３７年（１９０４年）から大正４年（１９１５年）４月まで、誠之館の国語科教諭として奉職した。 

在職中に福山中学校校歌を作詩した。 

 

その後、東京帝国大学附属図書館の司書となり、『近松語彙（近松門左衛門論）』を発表し

た。  （出典２） 

 

誠之館所蔵品誠之館所蔵品誠之館所蔵品誠之館所蔵品 

管理管理管理管理№№№№ 氏氏氏氏    名名名名 名名名名        称称称称 制作／発行制作／発行制作／発行制作／発行 日日日日    付付付付 

０２８６５ 

樋口慶千代 著 

福山学生会事務所 

編 

「幽霊」 『福山学生会雑誌（第５０

号）』、９頁 

福山学生会事務

所 
大正６年 

０６７５３ 長澤規矩也 著 『古書のはなし－書誌学入門－』 冨山房 昭和５１年 

０２０６０ 

鳥山進 著 

福山誠之館同窓会 

編 

「温故知新」 『懐古－誠之館時代の

思い出－』、２０頁 

福山誠之館同窓

会 
昭和５８年 

 

出典１：『第２５回卒業記念写真』、福山誠之館、明治４４年 

出典２：『誠之館百三十年史（上巻）』、882,922 頁、福山誠之館同窓会編刊、昭和６３年１２月１日 

出典３：『懐古－誠之館時代の思い出－』、２０頁、鳥山進著、福山誠之館同窓会編刊、昭和５８年５月１５日 

出典４：『会員名簿（第２４号・平成１６年版）』、６１頁、福山誠之館同窓会編刊、平成１６年５月５日 

出典５：『古書のはなし－書誌学入門－』、１８８頁、長澤規矩也著、冨山房刊、昭和５１年１１月２０日 

出典６：『新編「福山いしぶみ散歩」』、１２頁、「霞小学校の源流」、佐野恒男著、福山市文化財協会刊、１９９６年９月１日 

２００４年１０月２６日更新：経歴●２００５年４月８日更新：出典●２００６年６月２８日更新：タイトル●２００８年７月２８日更新：経

歴・本文・関連情報●２０１１年８月１５日更新：経歴・誠之館所蔵品・出典・関連情報（削除）●２０１１年８月１６日更新：写真・誠

之館所蔵品・出典●２０１２年３月９日更新：経歴・本文● 

 

 

 

 

 


